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 令和元年9月19日付医政総発0919第3号、医政地発0919第1号「診療所の管理者の常勤について
（通知）」において、診療所の管理者は、常勤の医師を確保することが困難である場合や、一定期間
弾力的な勤務形態を認める必要性が高い場合等においては、例外的に常勤でなくとも認められるこ
とが示されました。

 上記の例外的な取扱いを行う診療所がある場合、都道府県は、当該情報が地域の外来医療機能
に関する情報の一部であるという観点から、医療法第30条の18の2第1項の規定により設置される外
来医療の提供体制に関する協議の場において、当該情報の報告を行うこととされています。

 本県においては、地域保健医療連携・地域医療構想調整会議を上記協議の場としているところ、
今般、上記の例外的な取扱いを行う診療所が開設されましたので、別紙のとおり報告します。

※ 本件に関して御質問等ございましたら、下記まで御連絡ください。

（連絡先） 千葉県健康福祉部健康福祉政策課政策室

電話番号：043-223-2609 メール：khseisaku@mz.pref.chiba.lg.jp

報告事項５
資料７



別紙 

 

〇診療所名及び所在地 

名 称：船橋市医師会診療所 

所在地：　

※所在地につきまして施設賃貸契約者の意向により公表しておりませんのでご配慮ください。 

 

〇診療所の管理者の氏名 

寺田 俊昌 

 

〇管理者が常勤しない理由 

医師会は、病院・診療所に所属するドクターで成り立っております。そうしたことから、

当診療所の医師もすべて会員医療機関からの出動者で構成されています。この医師会という

組織の固有性上、常勤の管理医師を確保することは困難でございます。 

これまで船橋地域では、市役所、保健所、医師会を中心とする関係各所が連携し「オール

船橋」の精神で新型コロナウイルス感染症に立ち向かってまいりました。そのなかで、昨年

８月発生した第５波の感染拡大を受け、第６波への備えを目的に船橋市医師会が開設したの

が当診療所です。コロナ陽性患者用病床を持ち、船橋における専門的な医療ニーズに対応す

る役割を担います。千葉県の重点医療機関の認定も受け、行政から要請があった患者に対し、

酸素、補液、抗体カクテル等の投与を行う施設として、地域の新型コロナウイルス感染症対

策に貢献してまいりたいと考えております。 

 

〇管理者の責務を確実に果たすことができるよう講じる措置 

常時、管理者及び船橋市医師会担当理事と連絡を取れる体制を確保しております。 

（電話による連絡措置。即応できなかった場合、留守録による応答後、速やかにコールバッ

クする。） 

 

〇その他 

船橋市医師会診療所は閉院した医療機関を再利用しています。施設所有者は、隣地に幼保園を

運営しており、風評被害などの恐れを危惧し、「所在地を公表しない」ことを前提に船橋市医

師会と賃貸契約をしたという経緯がございます。 






